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三
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
は
、
六
月
十
一
日
・
十
二
日
に
京
都
・

近
江
八
幡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
の
「
京
都
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
」
で
は
、
多
く
の
関

係
者
が
集
う
中
で
、
総
会
の
審
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後

の
見
学
会
で
は
、
京
都
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
説
明
に
よ
る
と
、

一
九
一
二
年
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
設
計
で
、
現
存
最
古
の
礼
拝
堂

に
な
り
ま
す
。
内
部
も
改
修
さ
れ
な
が
ら
、
歴
史
的
に
貴
重
な

建
物
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
七
時
か
ら
「
東
華
菜
館
」
で
交
流
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
建
物
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
で
、
西
洋
料
理
店

八
尾
政
と
し
て
一
九
二
六
年
に
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
バ
ロ
ッ
ク
様

式
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
最
古
の
エ
レ
ベ
ー
タ
に

乗
り
会
場
に
入
り
、
交
流
会
で
は
、

団
体
会
員
や
個
人
会
員
に
よ
る
報
告

や
交
流
が
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

を
保
存
継
承
す
る
団
体
の
熱
意
や
そ

の
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
る
会
員
の
雰

囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

第
二
日
目
は
、
都
合
に
よ
り
「
豊

郷
小
学
校
旧
校
舎
」
訪
問
が
中
止
と

な
り
、
近
江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る

「
旧
伊
庭
家
住
宅
」
を
訪
問
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
旧
伊
庭

家
住
宅
」
は
伊
庭
慎
吉
氏
の
ア
ト
リ

エ
兼
居
宅
と
し
て
、
一
九
一
三
年
に

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
で
建
て
ら
れ
て
い

て
、
和
風
建
築
の
手
法
を
多
く
取
り

入
れ
た
、
天
然
石
ス
レ
ー
ト
葺
き
の

屋
根
の
洋
館
は
文
化
的
に
も
魅
力
溢

れ
る
も
の
で
し
た
。
一
部
「
上
げ
下

げ
窓
」
が
あ
っ
た
り
、
階
段
の
手
す

り
や
丸
み
の
あ
る
角
な
ど
、
ピ
ア
ソ

ン
邸
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
江
八
幡
市
に
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
２
２
年
度
全
国
大
会
に
参
加
し
て
！

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会　

副
理
事
長　

中
山　

一
夫

写真上／総会の会場となった、京都バプテスト教会。全国から集まった会員。

写
真
右
／
交
流
会
で
乾
杯
の
音
頭
を
と
る
中
山
ピ

　
　
　
　
ア
ソ
ン
会
副
理
事
長
。

写
真
左
／
旧
伊
庭
家
住
宅
の
見
学
。

建
築
が
七
三
ヶ
所
も
あ
り
、
ピ
ア
ソ
ン

邸
以
外
で
細
部
に
渡
り
初
め
て
見
学
が

で
き
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
素
晴
ら
し
さ

を
改
め
て
堪
能
で
き
た
二
日
間
で
し
た
。

写真下／交流会の会場
　　　　「東華菜館」
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投
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
原
　
俊
之

　

ピ
ア
ソ
ン
忌　

七
月
三
十
一
日
に
寄
せ
て

　
　
『
一
枚
の
書
類
』

　

ジ
ョ
ー
ジ•
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
の
死
亡
を
届
け
る
文
書

　
　

〜 

妹
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ビ
ゲ
ロ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
同
窓
会
に
送
付 

〜

　

左
下
の
「
死
亡
の
届
」
は
、
ピ
ア
ソ

ン
会
理
事
・
伊
藤
悟
氏
が
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
を
訪
問
し
た
際
に
入
手
し
た
各

種
書
類
の
中
の
一
枚
を
日
本
語
訳
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
「
届
」
は
、
大
学
が
同
窓
生
の

動
静
を
確
認
す
る
た
め
恒
久
送
付
先
に

送
付
し
た
も
の
で
、
記
入
者
は
、
ピ
ア

ソ
ン
宣
教
師
の
妹
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ビ
ゲ
ロ
ー
で
、
一
九
四
一
年
に
記

入
し
報
告
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

妹
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

　

ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
家
系
調
査
サ
イ
ト

か
ら
の
情
報
を
ま
と
め
る
と
：

Caroline Peck (Pierson) Bigelow
・1865.7.8. エリザベス市生まれ
　　　ピアソン兄姉妹の末っ子

・1942.2.7. 死亡、76 歳  
　　　埋葬地、ローズデール墓地

・1888.4.10. W.S. ビゲローと結婚
　　　※ William Smith Begelow
　　　　　　(1867-1930)

＊この表は、Web サイトなどを参
考に北原が作成しました。

　
　

二
通
の
書
簡　
　
　

試
訳

　

米
国
伝
道
局
本
部
か
ら
の
連
絡
文
書

　

～ 

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
退
職
帰
国

　
　

に
際
し
て
、
不
動
産
の
処

　
　

分
を
裁
定
す
る 

～

　

書
簡
　
そ
の
一

　
［
１
９
２
８
・
６
・
19　

N
o.144

］

　

裁
定
事
項
　N

o.74

　
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻

　（
北
海
道
）
の
財
産
に
つ
い
て

　

こ
の
件
〔
の
概
要
〕
は
、
伝
道
局
書

　　　ピアソン宣教師葬儀メモ　　　

１　召天日時 　 1939( 昭和 14) 年 7 月 31 日 ( 月 )
２　場　所  　 フィラデルフィア市　Ｒ・マックス・ゲップ邸
　         　　　住所：4047 Pine Street, Philadelphia, PA 19104
　          　　　 ※２週間ほど滞在中であった。
３　葬儀　　８月４日㈮午後  エリザベス市　オグデン葬儀場
　                    住所：485, North Broad, Elizabeth, NJ
４　葬儀参列者（推定）  兄デイヴィッド・Ｈ、姉メアリー・Ｈ、妹キ
　　　　ャロライン・ビゲロー、日本人は生月前氏のみ。15 〜 16 名。
 　　 　司式：第一長老教会チャールズ・アレグザンダー・ロス牧師

５　埋葬  　ローズデール墓地　アイダの隣に　近親者のみ参列

＊この表は、新聞記事、書籍などを参考に北原が作成しました。

　　　Prinston Theological Seminary ( プリンストン神学校）
             Necrological Report 　　 ( 死亡の届）

　　　　　本校に、下記の者に関するデータをいただき感謝致します。

　　　　　氏名　　ジョージ・ペック・ピアソン　　牧師

１　大学入学前の学歴　　　　　

　　　ピングリー・スクール（エリザベス、ニュージャージー州）

２　大学名 / 入学日時 / 学位 / 年度

　　　プリンストン大学 / １年次から入学 / 卒業資格［学士］

　　　 /1882 年度

３　他の神学校の在学歴　　　　なし

４　牧師資格取得（年月日、授与組織）　　1888 年　

　　　　　　　　（ニュージャージー州）エリザベス市長老派中会

５　牧師任命（年月日、任命組織）　　　 1888 年

　　　　　　　　（ニュージャージー州）エリザベス市長老派中会

６　教会勤務経歴（pastor あるいは stated supply）、就任から離任までの
　日時、期間  　なし。

　　　　1888 年に牧師任命直後に、彼は日本に行きました。

　　　　日本では宣教師として 40 年間活動しました。

７　死亡（日時、場所、死因）

　　　　1939 年７月 31 日、フィラデルフィアにて。糖尿病のため。

８　埋葬地

　　　　ローズデール墓地（ニュージャージー州オレンジ）

９　役職歴（米国長老派教会の常任書記長、あるいは教会総会議長など）

　　　　私の知る限りでは、なし。

10　名誉学位（取得日時、授与校）

　　　　神学博士 (D.D.)、1912 年。プリンストン神学校。

11　結婚歴（日時、場所、妻の旧姓（正式に）。再婚であれば、最初の
　妻の死亡日時）

　　　　1895 年、東京で。旧姓アイダ・ゲップ。1937 年死亡。

　　　　結婚した際は、夫人は米国聖公会の宣教師でした。

12　（残された）夫人の現住所

13　子供の氏名、現住所　　　子供はいない

14　出版物の書名、出版日時。特記事項

　　　　書籍　「いざ最寄の村」、「日本での 40 年」、

　　　　　　 「キリストの十字架」、「略註舊新約全書」

　　　　※彼が注釈をつけた聖書は、労を惜しまずに２度以上　

　　　　　改訂された長年の労作でした。

データの記入者－            　　　　記入日－　1941 年３月 31 日

　　　　ピアソン博士の妹　

　　　　キャロライン・ピアソン・ビゲロー

　　　　 （W. S. ビゲロー氏の夫人）

　この書類は、プリンストン神学校（ニュージャージー州プリンストン）　の学
　生部長にご返送ください。

　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
の
葬
儀

　

帰
国
し
て
11
年
後
の
７
月
31
日
、
ピ

ア
ソ
ン
は
、
ア
イ
ダ
夫
人
の
弟
マ
ッ
ク

ス
の
家
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
で
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、
葬
儀
は
故
郷
エ
リ

ザ
ベ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
官
の
連
絡
文
書N

o.73

（
５
月
10
日

付
け
）
に
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
伝
道

局
本
部
執
行
部
と
し
て
は
、
心
よ
り
の

感
謝
と
大
き
な
誠
意
を
持
っ
て
、
次
の

よ
う
に
裁
定
し
ま
し
た
：

　
「
本
部
執
行
部
は
、
下
記
の
財
産
に
つ

い
て
、
日
本
伝
道
団
・
牧
師
ジ
ョ
ー
ジ
・

Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
博
士
夫
妻
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
北
海
道
中
会
の
伝
道
事
業
に
関
わ

る
〔
財
産
と
し
て
〕、「
社
団
」
の
管
理

と
い
う
か
た
ち
で
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
評
決
し
ま
し
た
。〔
そ
の
財
産

の
内
容
は
〕
伝
道
局
書
記
官
の
連
絡
文

書N
o..73

（
５
月
10
日
付
け
）、
本
部
執



３
行
部
裁
定
事
項N

o.74

に
記
載
さ
れ
て

い
る
通
り
：

　

ａ
．
土
地
６
区
画
（
各
98
坪
）
ー
野

　

付
牛
の
教
会
堂
、
牧
師
館
、
幼
稚
園
、

　

並
び
に
、
ピ
ア
ソ
ン
博
士
の
図
中
の

　

４
番
、
５
番
、
６
番
と
記
さ
れ
た
３

　

つ
の
土
地
。

　
　

日
本
の
野
付
牛
基
督
教
会
と
し
て

　

本
部
が
預
か
る
か
、
あ
る
い
は
、
ー

　

こ
の
提
案
が
関
係
者
の
理
解
を
得
る

　

の
で
あ
れ
ば
ー
即
座
に
教
会
維
持
財

　

団
に〔
引
き
渡
し
て
〕管
理
を
任
せ
る
。

　

ｂ
．
寄
宿
舎
〔
ピ
ア
ソ
ン
寮
〕
の
建

　

つ
土
地
一
五
〇
〇
坪
（
野
付
牛
の
伝

　

道
団
財
産
の
土
地
に
隣
接
）。

　

ｃ
．
訓
子
府
の
土
地
・
建
物
（［
坪
数

　

不
明
］）
ー
伝
道
所
と
し
て
使
用
。

　
　

本
部
執
行
部
の
み
な
ら
ず
米
国
伝

　

道
局
と
し
て
、
ほ
ぼ
四
〇
年
間
に
わ

　

た
る
信
仰
心
厚
い
奉
仕
に
専
念
し
た

　

あ
と
、
そ
の
任
地
を
去
ろ
う
と
し
て

　

い
る
二
人
の
献
身
的
な
宣
教
師
の
そ

　

の
寛
大
さ
に
対
し
て
、
最
大
の
感
謝

　

の
意
を
表
し
ま
す
。」（
一
九
二
八
年

　

六
月
四
日
可
決
採
択
）」

　

ピ
ア
ソ
ン
博
士
夫
妻
は
、
目
下
ア
メ

リ
カ
本
国
へ
の
帰
国
の
途
上
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
夫
妻
の
帰
還

を
歓
迎
す
べ
く
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

執
行
部
書
簡N

o.142

（
５
月
18
日
付
け
）

に
て
、
夫
妻
の
本
国
帰
還
と
引
退
に
つ

い
て
の
執
行
部
裁
定
を
お
知
ら
せ
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

     

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─  

書
簡
　
そ
の
二

［
１
９
２
９
・
12
・
17　

N
o.167

］

N
o.17

北
海
道
・
野
付
牛
の
住
宅
に
関
わ
る
財

産
の
売
り
払
い
に
つ
い
て

　

北
海
道
の
こ
と
に
つ
い
て
私
の
知
識

理
解
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
ピ
ア
ソ

ン
博
士
に
あ
て
て
二
、三
の
説
明
を
書
き

ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
特
に
、（
書
簡

N
o.107

）
四
頁
目
の
最
後
の
段
落
の
次

の
説
明
文
中
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
打

ち
間
違
い
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
：

「
野
付
牛
の
財
産
に
こ
れ
を
加
え
る
こ
と

は
な
ん
と
し
て
も
達
成
さ
れ
る
よ
う
計

ら
い
く
だ
さ
い
。」
と
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
「
旭
川
の
こ
と
」
に
つ
い
て
の
誤
り

で
す
。
ピ
ア
ソ
ン
博
士
は
、
北
海
道
の

三
ヶ
所
の
拠
点
の
関
係
を
と
て
も
明
晰

な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
事
態
が
米

国
本
部
に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
、
本
部
で

は
次
の
よ
う
な
裁
定
を
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
伝
道
団
執
行
役
員
決
定
第
十
七

号
に
お
い
て
示
さ
れ
た
〝
北
海
道
中
会

の
野
付
牛
住
居
財
産
（
一
二
一
〇
坪
の

土
地
と
住
宅
）
を
適
切
な
価
格
（
最
低

価
格
金
貨
２
９
７
５
ド
ル
）
で
売
り
払

い
た
い
と
す
る
日
本
伝
道
団
の
許
可
願

い
〟
を
米
国
本
部
と
し
て
は
了
承
し
ま

し
た
。
こ
の
財
産
が
売
却
さ
れ
た
際
に

は
、
米
国
本
部
と
し
て
は
、
売
上
金
は

北
海
道
で
得
ら
れ
た
お
金
だ
と
い
う
名

目
で
そ
の
使
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

（
一
九
二
九
年
十
二
月
十
六
日
決
済
）」

　

こ
の
売
り
払
い
で
の
収
益
金
は
、
関

係
し
た
伝
道
団
の
独
自
の
資
産
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、〔
そ

の
お
金
は
米
国
本
部
の
お
金
に
統
合
さ

れ
〕
他
の
予
算
が
（
財
産
リ
ス
ト
上
の

優
位
順
と
負
債
の
支
払
い
に
応
じ
て
）

配
置
さ
れ
る
の
と
同
じ
時
期
に
改
め
て

配
分
し
な
お
す
こ
と
に
な
る
こ
と
も
併

せ
て
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

日
本
の
事
務
局
長
の
記
載
に
よ
る
と
、

ピ
ア
ソ
ン
博
士
だ
け
が
、
野
付
牛
の
こ
の

財
産
を
自
ら
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
博
士
は
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
：「
私
の
き
わ
め

て
個
人
的
な
判
断
で
す
が
、
こ
こ
の
土
地

建
物
に
つ
い
て
は
伝
道
局
が
三
、四
年
ほ

ど
の
期
間
で
借
り
上
げ
て
い
た
だ
く
の

が
最
善
策
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
頃
に

は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
野
付
牛
に
は
居
住

宣
教
師
が
い
な
く
て
も
よ
い
地
域
で
あ

る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
伝
道
局
の
考
え
方
が
好

意
的
で
契
約
条
件
が
良
好
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
野
付
牛
の
財
産
を
売
り
払
う
と

い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
お
断
り
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。」

　
　

三
浦
綾
子
原
作
／
山
田
火
砂
子
監
督

映
画
「
わ
れ
弱
け
れ
ば
　
矢
島
楫
子
伝
」

　
　
　
　
　
　
　
　

北
見
で
の
上
映
決
定
！

　

今
か
ら
１
０
５
年
前
一
九
一
七
（
大
正
６
）
年
、
野
付
牛
町
（
現

北
見
市
）
で
、
ピ
ア
ソ
ン
邸
に
集
ま
り
遊
郭
設
置
反
対
運
動
を
戦
う

婦
人
た
ち
の
応
援
に
、
矢
嶋
楫
子
（
82
歳
）
は
来
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
記
録
は
、
現
在
も
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
と
い
う
、
女
性
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
時
代
に
、
女
子
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
女
性
解
放
運
動
に
人
生
を
捧
げ
た
矢
嶋
楫
子

の
生
涯
を
、
現
代
を
生
き
る
女
性
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
作
り
上
げ
た
本
作

を
、
現
代
ぷ
ろ
だ
く
し
ょ
ん
と
の
共
催
で
、
ピ
ア
ソ
ン
会
が
自
主
上
映
し
ま
す
。

◎
期
日
／
２
０
２
２
年
10
月
29
日(

土)

　
　

・
午
前
の
部　

10
時
30
分
上
映　
　
　

・
午
後
の
部　

14
時
上
映

◎
会
場
／
北
見
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル

◎
時
間
／
上
映
時
間
１
１
０
分
、
上
映
前
に
山
田
火
砂
子
監
督
か
ら
、
こ
の
作
品
に

　
　
　
　

つ
い
て
の
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

◎
前
売
／
１
２
０
０
円
（
予
定
）　

８
月
下
旬
か
ら
発
売
予
定
！

　
　
　

※
詳
細
は
、
８
月
中
旬
頃
決
定
し
、
報
道
等
に
て
周
知
い
た
し
ま
す
。
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編 

集 

後 

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
減
少
せ
ず
、
４
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
も
全
世
界
的
に
吹
き
荒
れ
、
熱
波

や
大
雨
な
ど
、
一
体
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
も
続
い
て

い
ま
す
。
国
内
で
も
多
く
の
問
題
が
！

　

こ
ん
な
状
況
で
す
が
、
ピ
ア
ソ
ン
会
主
催
で

映
画
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳

し
い
内
容
は
ま
だ
未
定
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
二
年
間
、
対
外
的
な
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
・
・
・
。
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
34
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
２
・
６
・
18　
　

　
　
　

返　

信

◆
昨
日
の
丁
寧
な
誕
生
日
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
北
見
に
住

ん
で
い
た
頃
の
何
回
も
の
嬉
し
い
誕
生

日
会
ー
皆
さ
ん
や
メ
ン
バ
ー
と
共
に
美

味
し
い
食
事
、
素
晴
ら
し
い
交
流
そ
し

て
お
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物
な
ど
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
そ
の
日
、
自
宅

で
心
地
よ
く
平
穏
に
過
ご
し
ま
し
た
。

来
週
火
曜
日
、
21
日
に
姉
た
ち
の
家
で

お
祝
い
の
食
事
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
出
か
け
て
き
ま
す
。

◆
北
見
の
皆
様
方
が
健
康
で
、
無
事
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

２
０
２
２
・
７
・
７

　
　

冬
の
季
節
の
住
人
か
ら

　
　
　
　
　

夏
の
地
域
の
皆
様
へ

◆
最
近
の
興
味
溢
れ
る
メ
ー
ル
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
ご
無

沙
汰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
古
い
宝
物
の
書
籍
を
見
つ
け
た
と

は
う
れ
し
い
。【
注　

ハ
ー
ド
氏
は
、

２
０
０
６
年
３
月
北
海
学
園
北
見
大
学

閉
校
に
伴
い
、
札
幌
の
新
設
北
海
商
科

大
学
へ
移
ら
れ
た
。
離
別
に
あ
た
り
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
何
冊
か
の

本
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
版
）
を
下

さ
っ
た
。
先
日
、
同
じ
型
の
歌
人
の
本

を
取
り
出
す
時
、
並
ん
で
い
た
一
冊
が

そ
の
短
編
集
。
今
回
も
す
ぐ
読
ん
だ
「
ホ

リ
デ
ィ
」
は
、
少
女
が
一
人
で
大
好
き

な
乳
母
を
訪
れ
る
話
。
両
親
が
、
出
発

前
の
列
車
（
レ
ー
ル
カ
ー
）
の
窓
辺
で
、

動
き
出
す
ま
で
、
あ
れ
こ
れ
と
溢
れ
る

ほ
ど
の
助
言
を
し
、・
・
・
】　

◆
北
見
の
真
夏
の
暑
さ
の
中
で
も
お
元

気
で
何
よ
り
で
す
。
庭
の
ル
バ
ー
ブ
や

植
物
の
楽
し
み
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。

こ
こ
で
は
灰
色
の
空
、
低
い
気
温
の
冬

の
天
候
で
、
来
週
何
日
間
か
は
雨
の
予

報
で
す
。
屋
内
に
居
る
に
は
良
い
季
節

で
、
私
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
ぬ
く
も
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
庭
の
レ
タ
ス
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
集

め
、
ミ
カ
ン
も
取
り
こ
み
ま
し
た
。
今

年
は
豊
作
で
す
。

◆
漢
字
の
研
究
は
続
き
、
今
は
常
用
漢

字
の
旧
字
体
を
学
び
書
写
し
て
い
ま
す
。

書
く
の
に
は
難
し
い
で
す
が
、
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
魅
了
さ
れ
ま
す
。
新
字
体
に

な
る
ま
で
は
、
子
供
た
ち
に
は
さ
ぞ
か

し
難
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
蕪
村
と
几
董
に
よ
る
俳
諧
集
〝
桃
季

も
も
す
も
も
〟
を
読
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
時
代
の
普
通
人
の
生
活
や
感
情
を
描

写
す
る
こ
と
で
訴
え
か
け
る
。
両
者
間

の
つ
な
が
り
は
ち
ょ
っ
と
距
離
が
あ
る

も
の
の
、
独
自
の
立
ち
位
置
は
明
確
で

す
。

◆
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
最
近
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
再
び
増
加
傾
向
で
す
が
、

私
や
他
の
家
族
は
健
康
で
す
。

　

北
見
の
皆
様
方
も
そ
う
あ
り
ま
す
よ

う
に
。　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

　
　

道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座

　
「
謎
解
き
、

　
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
」

　
　
〜 

矢
嶋
楫
子
と
の
出
会
い 

〜

　
　
　
　
　
　
　
講
座
終
了
報
告

　

６
月
13
日
㈪
・
20
日
㈪
の
２
回
開
講

さ
れ
た
講
座
は
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
始
め
た
「
謎
解
き
、
ピ
ア

ソ
ン
夫
妻
と
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
」
の
講
座
は
、

北
見
市
民
が
よ
り
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、「
ピ

ア
ソ
ン
学
事
始
」
版
の
〝
外
伝
シ
リ
ー

ズ
〟
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
当
初
予
定
開

催
日
が
一
度
順
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
年
は
予
定
通
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
13
日
一
回
の

開
催
予
定
で
準
備
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ

予
定
人
員
に
達
し
、
急
遽
次
週
の
20
日

に
２
回
目
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
、
矢
嶋
楫
子
と
同
行
し

て
き
た
守
屋
東
矯
風
会
事
務
局
長
の
「
野

付
牛
三
日
間
」（
婦
人
新
報
掲
載
）
の
文

章
が
紹
介
さ
れ
、
当
時
の
遊
郭
設
置
反

対
運
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
講

座
を
通
じ
て
、「
謎
解
き
、
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
と
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
」
シ
リ
ー
ズ
を
継
続

す
る
予
定
で
す
。

写真下／矢嶋楫子来訪の記念写真（1917 年９月）

　

受
講
者
募
集
案
内
！

第
35
回
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン

「
モ
イ
ス
ト
ポ
プ
リ
作
り
講
習
会
」

◎
日
時　
　

９
月
14
日
（
水
）

　
　

午
前
の
部
（
10
時
～
12
時
）

　
　

午
後
の
部
（
13
時
～
15
時
）

◎
講
師　
　

増
井
五
夜
子
氏
、

◎
材
料
費　

１
２
０
０
円

◎
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
サ
ミ
、

　
　

お
手
拭
き
、
※
マ
ス
ク
着
用

◎
予
約
申
込
先　

ピ
ア
ソ
ン
会

　
　
（
電
話　

0157-31-1215

）

※
予
約
受
付
は
、
８
月
23
日
か
ら

花やハーブ、スパイスなどを粗
塩に混ぜ合わせて作る室内香。
一人で２個の製作になります。


